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２．研究業績要旨（1,000字以内） 

 霜降り肉やトロ、ドーナツ、ケーキなど油脂を多く含む食品は我々をやみつきにさせる

ような魅力的なおいしさ（嗜好性）を持つ。我々が口腔内で感じる嗜好性は食品中の味

物質が舌に存在する味細胞を刺激することからはじまる。しかしながら、油脂自身は無

味であり、油脂を多く含む食品の嗜好性は、味細胞の刺激によるものではなく油脂の物

理的性質や香気成分によるものという考えが広く受け入れられてきた。基本 5 味の中に

も当然のことながら油脂の味は含まれていない。我々の研究グループはこれまでの研

究により脂肪酸結合タンパク質 CD36 が舌の味蕾細胞に発現していることを見出し、既

存の仮説を覆して、油脂が受容体を介して味細胞を刺激することを示してきた。 

 甘味や苦味などの基本五味に対する受容体は全て G タンパク共役型の受容体であ

るが CD36 は輸送担体である。そこで、G タンパク共役型の脂肪酸受容体の発現を調

べたところ GPR120 が舌の味蕾細胞に発現していることを新たに発見した（論文リスト

20）。GPR120 は脂肪酸の中でも主に多価不飽和脂肪酸に高い親和性を示すことが

報告されている。そこでマウスの脂肪酸に対する嗜好性を調べたところ、マウスも多価

不飽和脂肪酸に対して高い嗜好性を示すことが明らかとなり、油脂の嗜好性には

CD36に加えて GPR120が関与している可能性が示された。 
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 嗜好性の高い甘味やアルコールの摂取は脳内でエンドルフィン分泌を促進すること

が知られている。そこで、マウスに油脂を摂取させ検討したところ、脳内でエンドルフィ

ンニューロンが活性化されることが明らかとなった（論文リスト 12）。また、味覚神経を切

除したマウスでは油脂摂取によるエンドルフィンニューロンの活性化は起こらず、油脂

の胃内投与でも変化はみられなかった。エンドルフィンは快感を生み出す神経ペプチ

ドであることから、油脂は味細胞を刺激し、味覚神経を介して脳内でエンドルフィン分

泌を引き起こす。これが快感を生み出し、油脂の高い嗜好性の発生に関与する可能性

を示した。 

 現在の研究課題として、 CD36 と GPR120 がどのように相互作用し油脂の嗜好性を

高めているのか、エンドルフィン分泌と油脂による過食のメカニズムの解明に取り組ん

でいる。これらの研究の成果は油脂による食品嗜好性の向上、肥満防止に役立つもの

と考えている。 

 

 

３．報文等のリスト 

（１） 論文等（20編以内） 

   主要な 5編に○印を付すこと。 
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insulin resistance. Cell reports 10:1149-1157. 
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of nardilysin in the maintenance of body temperature homoeostasis. Nature 
communications 5:3224. 

11.   Nakano K, Kyutoku Y, Sawa M, Matsumura S, Dan I, Fushiki T (2013) Analyzing 
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FEBS letters 586:1231-1235. Corresponding Author 
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Manabe Y, Tsuzuki S, Inoue K, and Fushiki T. Contribution of gustation to the palatability 
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beta-oxidation attenuates the oral acceptance of fat in BALB/c mice. Am J Physiol Regul 
Integr Comp Physiol 295: R82-91, 2008. corresponding author 

○20 .  Matsumura S, Mizushige T, Yoneda T, Iwanaga T, Tsuzuki S, Inoue K, and Fushiki T. 
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（２） 過去５年間の本学会での活動状況 

 

第 71回栄養食糧学会大会 2017年 5月 沖縄コンベンションセンター 

○松村 成暢、小田中 真幸、井上 和生 

油脂のおいしさとストレスが引き起こす過食に関する研究 

 

○小田中 真幸、松村 成暢、井上 和生 

油脂のおいしさは過食を誘起するか 
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第 70回栄養食糧学会大会 2016年 5月 武庫川女子大学 

○権藤 大平、李 信恵、松村 成暢、井上 和生 1、伏木 亨 1 

マウスにおける油脂摂取行動に対する遊離長鎖脂肪酸の重要性 

 

座長 栄養生理・応用栄養：神経機能・摂食行動・脳機能(2N-01a~09a) 

 

12th Asian Congress of Nutrition 2015年 5月 パシフィコ横浜 

○Mizuki Goto, Tohru Fushiki, Kazuo Inoue, Satoshi Tsuzuki, Shigenobu Matsumura, Miho 

Yamada, Kazutaka Mizuki, Nobuhide Kitabayashi 

Electrophysiological analysis of brain reward system activity during fat consumption 

 

○Tatsuya Okahashi, Kazuhiro Sakamoto, Shigenobu Matsumura, Satoshi Tsuzuki, Kazuo 

Inoue, Tohru Fushiki 

The study of the difference in feeding behavior elicited by hunger or palatability 

 

第 68回栄養食糧学会大会 2014年 5月 酪農学園大学 

○中野 久美子、中村 元計、久保 春香、松村 成暢、網塚 貴彦、斉藤 司、伏木 亨 

一滴の油脂の嗜好性とおいしさ 

 

第 67回栄養食糧学会大会 2013年 5月 名古屋大学 

○森 紀之、倉田 真奈美、松村 成暢、山崎 英恵、灘本 知憲、伏木 亨 

Allyl isothiocyanate投与によるインスリン分泌亢進の作用機序の検討 

 

（３） 特記事項 

第 63回栄養食糧学会大会トピックス演題 

○松村 成暢、江口 愛、水重 貴文、都築 巧、井上 和生、伏木 亨 

舌上における脂肪酸をリガンドとする G タンパク共役型受容体の発現 

日本農芸化学会 2009年度大会トピックス賞 

○松村 成暢、斎藤 勝義、宮木 貴史、柴草 哲郎、井上 和生、伏木 亨 

摂取した脂肪を燃焼できないと脂肪の美味しさがわからない 

 

日本農芸化学会 2010年度大会トピックス賞 

○倉田 真奈美、森 紀之、松村 成暢、細川 浩、小林 茂夫、伏木 亨,  

食品由来 TRPチャネルアゴニスト投与による血糖値上昇抑制作用 

 

2008年度日本味と匂学会論文賞  

○松村 成暢、江口 愛、水重 貴文、米田 武志、眞鍋 康子、都築 巧、井上 和生、 岩永 敏彦、伏

木亨  

舌上における脂肪酸受容体 GPR120の発現 

 

 


